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16. イガの生態に及ぼす食物の影響で川原幸夫 (京都大学良学部昆虫学研死去)

イガ(TfneapeLLionetla)の幼虫の発育に好適な食物をしろために軌 植物質の食物を与えて飼ff
LT:納采,枇物田の食物では生育はみられず,動物質の食物とくにケズ.)ガツオ粉末を用いて飼押す

るのが位も良い糾果を得ることがわかった.

イガ Tl'nea♪ellionelL上目ま自然条件のもとでは息.

ミツパチの巣内に歩息し羽毛,死体などを食べて生活

している11).わが国ではコシアかノバメの以内でよく

発見される7). 他方屋内においては羊毛害虫としてコ

イガ TineolabJ'sseZliella,かつおぶしむし科 Der･

mestidaeのいくつかの秘とともに見逃すことのでき

ない桂である.

さきに準者はいろいろの氾皮,氾皮,生息密度条件

下におけるイガの仰臥 発育について実験的にしらべ

蛾LIEiした1,8･8).本論文では動物質,植物質の食物を与

えて木組の食性をしらペ,これをコイガについて他の

研光一掛こより狩られた結果と比牧することにより,羊
毛rit山としての木組の相性を把握しようとした.同時

に水枕の少Iff.柑鯛に好適な食物を見出し,有効な大
-1ii飼FI'lL･を確立するための托料を村る白的もある.

本文に入るに先だち,終始御田村を抗いた内田俊郎

教授ならびに種々ご援助下さった教室fiみなさまに対

して厚くお礼申しあげます.

材料および方法

この火映に用いたイガは前報4)に用いたものの子孫

である.すなわち1955年秋に京大忠学部梢内に造Aiし

ていたコシアかツバメのniから採柴し,以来10%乾燥

松太郎母をふくませ乾燥させた純毛フランネルを飼料

L 食 物 の 維 耕

1. ケズ リガツオ粉末

2. カイ コ職炊 舶粉末

3. アズキゾウムシ死体

4. ニ ワ ト リ 羽 毛

5. 家 宛 毛

6. フ ラ ン ネ ル
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として温度 30oC/湿度60-70%のもとで継紋別符を

している系統である.用いた食物の種類は別記の通り

である.この中の1,2,4,5,8はそれぞれ別に脱胴を

して用いたがそれは大型ソックスレー抽出朋で約5時

rnJェ-テル可溶物質をとり除いたものである.1,2,3

は50メッシュの節を通過した粉末状のものを与えた.

各食物を直径9cm,高さ3cmのシャー.レの中にいれ,

産卵後12時間以内の卵を100胴ずついれた.-試験のく

りかえしは各食物区とも5回である.ふ化後幼虫数を

しらべた後羽化するまでおき,羽化開始と同時に毎日

ほぼ一定時刻に成虫をとりだし記銘しこれを産卵筒に

うつして次世代の和解をしらべた.成虫の死亡個体ほ

とりだしミクロメータで頭部の投大巾を測定した.実

験は 30oC,60-70,%R.H.の恒紀宝で行った.

実 験 結 果

各食物をいれたシャーレの中に厄は卵を投入して7

日目にふ化状態をしらべた.動物Tiの食物与してはカ

イコ乾燥的粉末,植物質食物としてはコメヌカを与え

た場合はまったくふ化しないで死亡したり,ふ化して

もすぐ死亡してA!を作るまでに至らない.本位は30oC

60-70,OaR.H.のもとでは卵期間は約6日であるから

その間に死亡したか,ふ化しても食物をとらずに死滅

したものと思われる.その他の食物を与えたものでは

/i存率は異るがふ化後巣をつくり発育する.しかし小

変粉を与えたもの,フランネルのみで飼育したもので

はふ化後30日目においてしらべた結果ではすべて死亡

しており羽化する胴体は認められなかった.船脚11い

た14種類の食物のうちふ化して成虫にまで完全に発Lff

する食物は柄物TIの食物ではまったくなく.すべて別

物Tiの食物であった.この9柾の食物について卵から

月羽化してくる個体数を5日掛 こまとめて耶1図に示

す.本位の発育は胴体銅だ,災合飼育においてもとも
に変災.が大きく発育はきわめて不揃いである.とくに

氾度,況皮,生息密度の変化により著しくBB轡される
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b- Fishmeal,fatextracted
c- DriedpupaeofBombyxmorl.fatextracted
d- Deadadultofbeenweevil,Cattosobruchus
chinensl'S(granulated)
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e- Purewoolflannelwithdriedbrewer'syeast
f- Chickenfeathers
g- Chickenfeathers.fatextracted
h- Rabbithair
i- Rabbithair.fatextracted

Fig.1 Effectofdifferentfoodsonthepostembryonicperiod.
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Fig.2 Acumulatedfrequencycurveofemergenceatdifferentfood
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ことはすでにⅦE告した.すなわち温度30oC,60-70,%

RIHH食物茄とあたり生息密度が低い_tきは発fih一日数妃

かく比較的揃って羽化し,羽化曲線は1山型を示した

が,25oC以下況庇75,OaR.H.以下,生息密度が商い

ときには発育日数は長くなり.羽化mrnJも長くなり,

羽化曲線の型は2山あるいはそれ以上の山を示した.

節1図に示したように脱脂ケズ.)ガツオ,ケズ')ガツ
オ,脱脂力イコ乾燥蛸を食物として与えた場合の羽化

曲線は1山型を示したがアズキゾウムシ死体,乾燥粉

末酵母添加フランネル等では2山あるいはそれ以上と

なり羽化JglIErEJは良くなる･羽毛,兎毛を与えた場合, ,～)
羽化開始日は大して変らないが期閲は3ケ月にもわた

る.とくに脱脂したものでは羽化個体数は少く発育も

きわめてわるい.縦軸に羽化仰淋数の百分率をとりこ

図示すると羽化曲線が1山型を示すときは1本の-a(相

で示されるが2山型あるいはそれ以上となると心線は

ある変曲J::tをもった2本の垣線で示される.節2図に

示したようにケズリガツオ,脱脂力イコ乾燥蛸で飼持

した場合のそれは宿縁で示されいわゆる逆数正規性が

認められる.しかしこれら3樫以外の食物から羽化す

る個体においてはある点で折れまがり厄線性は認めら

れない. このことは前報一)で述べたように発育のLT･い

個体群とおそく羽化する酢の存在を7j妄づける.そして

この2つの群の割合は食物の桂類によって変化し,フ

ランネルに粉末酵母を添加した食物を与えた場合は発

Table1. Percentageofemergence,proportionoffast･growing(A)andslow-growing(B)

individuals,regressionequation,andcalculatedmediandayforeachgroup.

Kindoffood Epeeraee篭aegneceoflGroupPercentagecomposition

Fishmeal.

Fishmeal,extracted

DriedpupaeofBombyxmorl,
granulated.

DeadadultofCaLLosobTuChus
C/血ensJ'S,granulated.

Flannelwith10percent
driedbrewer'syeast.

Chickenfeathers

Chickenfeathers.
extracted.

Rabbithair

Rabbithair,
extracted
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Fig.3 Effectofdifferentfoodsontheegglayingofemergedmoth.
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Table2. Theeffectoflarvalfoodontheheadwidthofemergedmoth.

Kindoffood
Headwidth(lunit-0.02mm)

Female(No.used) l male(No.used)

Fishmeal

Fishmeal,fatextracted

DriedpupaeofBombyx桝On',
granulated

DeadadultofCattosobrlLClltLS
chinensls,granulated

Flannelwithimpregnated10
percentdriedbrewer'syeastI
Chickenfeathers

Rabbithair

52.96土2.34(27)

54.07j=1.58(25)

48.16土3.63(25)

50.07土2.40(26)

47.22土10.67(22)

45.06土2.68(16)

49.00土3.00(6)

48.78土2.78(14)

49.57土2.68(25)

43.24士5.27(25)

45.82士3.12(17)

44.54土3.84(22)

45.85土3.18(7)

門の申い肺の割合が柘いが.アズキゾウムシ死体,兎

渇.羽毛の唄に発育のおくれる胴体Tnの割合が増加す

ち.

すなわち本位の発育に不通な食物ほど発帝遅延耶の
割合が増加するがこのことは前報で示した不適な物理

的あるいは生物的環境条件に対応して発育のおくれる

酢が増加した紙栄と一致する.

節1表に,ふ化から羽化までの平均発田所変日数の

中央値,および羽化率を示す.表からあきらかなよう

に幼虫,蛸の平均発育日数の投も短いのはケズ1)かソ

オを食物として与えた場合であって,従来用いられて

きたフランネル+エビオスを与えた場合に比較して知

かくなる.さらにエーテル可桁物質を取除いてもケズ

I)ガツオを与えた場合は有志な差は認められない.し

かし羽毛,苑毛においては発符日数は延長し,羽化郡

はきわめて低くなった.これらのことから発汗日数が

短かく羽化率が高い伯を示す食物を木柾の発育に通し

た食物とすると切位はケズ.)ガツオ,脱脂ケズ.)ガツ

オ,フランネルにエビオスを添加したもの,脱脂力イ

コ乾燥蛸,アズキゾウムシ死体の唄となる.

成虫の大きさおよび産卵数:各食物から羽化してく

る胴体をすべて食物毎に産卵筒にうつし,盟サージの

碓卵布を与えて産卵させ,侮日ほぼ一定時刻に産下卵

数を数えた.郡3図に示した通り,1♀あたり産卵数

は食物の印判によって大きな#.はみられない.しかし

シャーレあたり羽化した成虫の次tlHt:の蕗卵教とし

て示すと食物のfLTtmによってPT1-P.:なもがいが認められ

ち.すなわち,ケズ.)ガツオで飼ffした場分が次tltL宅

の和郎率が故も絹い.脱胴カイコ乾煉軌 アズキゾウ

ムシ死体.フランネルにエビオスを添加した食物では

大した変化はない.ここでは性比はとくに考慮しなか

ったが,羽毛,苑毛を食物として与えた場合は羽化個

体敬が少く,絞産卵数はきわめて少かった.産卵筒内

で死亡した♀舌胴体から選んで頭部の最大巾を証tTj定し

た.結果は節2表の通り,放して幼虫,蛸の期間が短

かく,総産卵数も多くなる食物を与えた場合において

琉巾も大となる傾向が認められた.

考 察

TitschackB)によればコイガ Tl'ncotabissettJ'cllaの

vl･:卵故は柁卵物TIが幼山の米花として適しているか,

いないかに関係なく柁卵されると棚IL!iしている.同様

な純米は.Kemperも認めている.水和は30oCの刑ff
射1:のもとでは,羽化L'1枚にわいてすでに卵n!はよく
雅過しており,鉦卵州rnJはきわめて知かく2-3r]で

80-90,%の卵を砧み終る一).したがってこの突放では

一応荏卯物矧 こよる誰卵取のもがいなないものとして

卵から始めた.m卵彼12Il抑】以内の卵を只った食物を

いれたrB卿の巾に田はいれて,幼虫のふ化状憶を硯黙

した純米.食物の柾斑によって大きく変化することが

判った.ケズリガツオ,アズキゾウムシ死体ではほと

んど変化はみられないが,カイコ乾燥蛸を与えたもの

七はふ化しないものが多くまたふ化しても恥を形成す

るまでに至らず全個体が死滅した.これはおそらくカ

イコ乾燥桶の含有脂肪窮に騨坪されたものと増えられ

る.このことは脱脂したカイコ牝煉州を与えた場合に,

乾燥粉末酵母添加フランネルを与えた場合と同じよう

に.(.化し.幼dt.蛸の発rffもケ,ズ1)ガツオな与えた場合
とほとんど芸壬がないことからもうかがえる.柄物質の

食物としてIF7J･えた小淡汎 米恥 こおいてほ卵はふ化す

るがD!を作7L,仰榔 はきわめて少く,ふ化国後の幼虫は

机物円の食物では生育不他と思われる.兎毛,羽毛を

与えた場合は脱胎の有矧 こかかわらずふ化には影響し

なかった.結局卵期死亡率が最も高いのはカイコ乾燥

厩を与えた場合であって,その他の食物を与えた場合

'はいずれも卵のふ化には彫響はみられない.しかし小

麦粉,米糠を飼料としたときはふ化後10日日において

全個体が死亡したことからみて木和のふ化甫後の幼虫
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においては,植物質の食物では発育,増殖は期待でき

ないものと結諭される.しかし本位と同村で同じケラ

チン食害昆虫として知られているコイガにおいては小

麦粉を食物として与えて卵から成虫にまで完全に発育

することが観黙されており2), コイガと本樫の粒物質:

の食物に対する食性のちがいがはっきり示されている

と考えられる.他方Kemper(′36)Notini(′39)は猷

出城の毛に対するコイガの幼虫の食性をしらべた結果

では食物としての有用性は低いと報告している.この

火映においても家兎毛に対するイガの食性は他の食物

に比蚊してその有効性は低いことからみて,コイガと

同じ結果を示しているものと云える.同じようなこと

はGriswoldl)がコイガで観察している.すなわち兎毛

を与えて卵のふ化から成虫になるまでに要する平均発

育期間は 143日(70oF)を要しており,Whitfieldet

al.12)が兎毛を与えて飼育した時の羽化率は2-4%で

あったことからみても食物としての価値は低いと云

えよう.本実験の場合は.兎毛,羽毛を与えた場合は

約140日を要し,コイガで1TJられている結果と相似て

いる.羽化科ま12-13%であるが,脱脂したものでは

0.4%肌後で班に恕くなる. これらのことから,1本種

の白然矢作のもとにおける食物と推定される羽毛,

兄毛にお.いてFru記のような結果を符たことは,.他り垣

内'JI山とくに椀物TIの穀物等を食物とする昆虫堺と比

校して大発生規範がほとんどみられず,また自然g)き

びしい斑墳粂III'･のもとで.細々と生活し統けている1

つの以凹は木槌がとっている食物の柾ylおよび田に閑

i出しているようにも思われる. 1･-.

他方,ケズ1)ガツオの粉末,エーテル可溶物質を取

除いたカイコ乾燥癖,アズキゾウムシ死体等では,羽

屯,宛毛に比較して幼虫,桶の発育期間は短かく,ほぼ

揃って羽化し,これらの食物で飼育した場合は,大型

の桐作が柑られることから,まず好適な食物であろう･

と抑'Ji:される.同じ結果はコイガにおいてGriswold2)
Whitfieldetal12)が報告している,とくにWhitfield

etal12)は多くの研死者が調べた結果から.コイガの助

山の発-ff.羽化率と食物の柾類との関係を1)ストして･

いるが,これによると発Iff日数が投も知いのはRaule9)

が調べた,フランネルにイーストとコレステロールを

加えたものを与えた場合で,77oF,70%R.H.で約40

日であり,羽化串が瓜も古6いのはケズ1)ガツオを与え

た場合であった.机述したようにイガは植物質の食物

では生育は不可能である.しかしコイガでは,完全に

成功している.この両者の植物質の食物に対する適応

の岩穴は非常に興味ある輩矢である.この原因につい

てはわからないが,Dermestidaeについて報告した

!l状8)と共通性があるのかもしれない.

今口,多くの研究者が.イガの食物として用いてい
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るところの乾炊粉末酵母添加フJテンネルでは.ふ化後

の幼虫は比較的発育も早く,嫡乱 羽化糊闇も,本来の

食物と推定されている羽毛,兎毛に比較して知かい.

しかしケズリガツオと比較すると好適とは云えない.

前に報告したように本位は個体変異が大きく,フラン

ネルで飼育した場合は発育の早い個体群と,おそい肺

を生じることがわかっているが,この実験においても,

従来とまったく同じ結果を得た(第2図).またここか

ら羽化した成虫はケズt)ガツオで飼育したものに比較

して小型で,その変異の巾は大であり,食物としての

有用性はケズ1)ガツオと比較すると劣るものと考えら

れる.東に軽々の食物から羽化する成虫の次tu代の総

産卵数について比較した結果においてもケズリガツオ

飼育において攻も高い伯を示した.

観点から考察するとまず従来用いられてきた乾蚊粉末

酵母添加フランネルを食物として与えたときは,群Efi

条件を調節しても,個体変只･が大きく.羽化までに要

する日数は長く,またそこから羽化する成虫は小型で

その変男の巾も大である.本超をもし生物試験用昆虫

として供試する場合は,まず飼育が容易であり,なる

だけ早く,大虫に飼育できてしかも村られる佃件は生

理的に均質なものが望まれるわけである.したがって

従来用いられてき̀た食物ではこれらの条件を考えると

き,やや適格性を欠く点がある.しかし飼育管理が容

易で労力も要しないことは他の食物に比べて有利な瓜

である.これに対しケズt)ガツオで飼育するときは.

ふ化率,幼虫,桐の発育日数,羽化率,ともに従米川いら

れてきた食物に比べて高い伯を示し,羽化胤川も知か

く羽化成虫は大型である.これらの点を比較すると,

生物試験用昆虫として,まず具備すべき条件を大体充

たしているものと考えられる.しかし短所としてケズ

I)ガツオで飼育するときは,那,幼虫掛こ,しばしは捕

食性のダニが発娃しやすく,しかも1度発生するとそ

の防除は容易ではない.したがって飼育管理には十分

注意を要する.しかしこの短所を考はしても本棟を有

効に増殖しようとするときは,ケズリガツオを食物と

して与える方が有効,篠矢であることはFI'il違いないと

患われる.

ケ･ji+･.)ガツオにおいては本実験の程度の矧tUでエー
テル可溶物質を取除いても本種の発育,和矧こは大き

な彫皆を与えないが,カイコ乾燥蛸を食物として与え

る場合は脱脂する必要がある.アズキゾウムシ死体を

食物として用いる場合は脱脂力イコ乾燥蛸とWl似した

結果を得ることができる.羽毛,兎毛においては胴体

粥を維持し続けることは可能であるが,大穴飼ffの観

点からは食物としての価値はきわめて低く間組になら

ないと思われる.
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抑々邦った軌 的物質の食物を与えてイガの脚肌 朔
-IT'に及ぼす彫轡を調べた結凪 小支払 コメヌカ,フ

ランネルのみを食物として与えた場合は.羽化までに

至らず,若令ですべて死亡し,糾物TIの允物では/i:-lfL
得ず,コイガと食性の点で知っていることを示した‥

従来用いられてきた陀燥粉末形T3添加フランネルよ

りもケズ1)ガツオ粉末を食物として与えたIJJ.が,,il化

率は高く,幼虫,蛸の発-ffl肘掛ま粒かく,総超卵数は
多く,すべての点で殻も通した食物であるこL与がわか

った.自然の生息場所における食物に似た兎毛,羽毛

では発汗,増殖はほとんど期待できない.したがって
食物としての有用性は低いものと考えられる.本突放

の純米から本秤の発育,相刑に投も通した食物はケズ
Htツオ粉末であろうと紙諭される.
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R由tlm占

Inpreviouspapers,theauthorhasreported

thatthe influences oftemperature, relative

humidityanddensityofadultpopulationonthe

liEehistoryofthecase-bearingc一othes:moth.

Tl'〝Ca♪cttionclta.Thisexperimentwascarrid

outattheconditionof30oCand60/Oo'R.H..to

assesstheeffectofdifferentkindsoHoodupon

thebatchability,postembryonicperiodandfecundity

ofemergedmoth.-

Eggslaidduringa24-hourperiodwerecollected

fromcageandwerep一acedinavesselof9cm in

diam.and3cmindepthwitheachdifferentfood.

Ninekindsoffoodwereusedfortlleexperiment

arifollows:anI'malfood-fishmeal.fatextracted

fishmeal(for5hoursbyethyl･ether),pupaeof

Bombyx morl',deadadultofthebeanweevil
CotlosobylfClltLSChl'nensl'S,Chickenfeathersand

rabbithair･,vegetablefood-wheat80urandrice

bran;combinedfood-purewoolflannelimpreg･

matedwithlO% driedbrewer'syeast.

Themortalityofeggstagewashighonthe

driedpupaeofBombyxmon'.Thewheatflour
andricebranwasnotsatisfactoryforgrowth,

andalllarvaedI'edintheearlystage.Ith左sbeen

describedbyGriswold,however,thatthewebbing

clothesmothTJ'ncotabl'sseltl'ettacandevelopand

emergetoadultonpatentflour.Thus.theboth

speciesofclothesmothhavedifferentcharacter

inthehabitoffeedingonvegetablefood.Although

on■fishmealthepercentageofemergencewas

highandthelarvalgrowthwasuniformandrapid

ascomparedwithonthepurewoolflannelimp･

regndted'withdriedbrewer'syeast.Theorder

oftheinfluenceoffoodonthelengthofpost･

embryonicstagewasasEotlows:fatextractedfish

meal(fishmeal(driedpupaeofBombyxmon'くflan･

netwithdriedbrewer'syeast.Assessingbythe

pert6ntageofemergence.theorderwasasfollows:

flannelwithdriedbrewer'syeast〉fishmeal)

fatextractedfishmeal)driedpupaeofBo桝byx

morE.WhenfishmealwasglVen,thetotalnumber

of('占ggsdepositedbytheemerged adultwas

maximum.Onthel〕othdietofchickenfeathers

andrabbithair,thepostembryoniclifewasextreme･

1yprolongedandthepercentageofemergence

waslowerdcornparedwithanyotheranimalfood.

Thebodysizeotemergedadultwasaffectedby

thekindoffoodandthisorderwasasfollow:

fatextractedfishmeal)fishmeal)deadadultof

CatlosobruclltfSCllf'〝CnSL'S)driedpupaeofBombyx

morf')flannelwithdriedbrewer'syeast.From

theseresultsdescribedabove,itmaybeconcluded

thatthemostfavourablefoodwasfisllmealfor

thedevelopLmentandreproductionofrthiS血oth.
二1,ー
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